
令和５年度　施策推進体系表

施策
番号

施策名 担当部局

0401 結婚・出産環境支援の充実 保健福祉部

0402 周産期医療体制の確保 保健福祉部

0403 子育て支援の充実 保健福祉部

0501 仕事と家庭の両立支援 経済部

0801 子育てに配慮した公営住宅の整備促進 建設部

0404 小児医療体制の確保 保健福祉部

C 地域全体で子どもを見守り育てる社会づくり 0405 地域全体で子どもを見守り育てる社会づくり 保健福祉部

A 将来にわたり安心できる地域医療の確保 0406 地域医療の確保 保健福祉部

0407 高齢者や障がいのある人等が安心して暮らせる社会の形成 保健福祉部

0802
高齢者や障がいのある方々などが安心して暮らせる住まいづく
りの推進

建設部

C
道民一人ひとりの生涯を通じた健康づくりの推
進と疾病の予防

0408 健康づくりの推進 保健福祉部

0301 自然環境及び生活環境の保全 環境生活部

0201 土地水対策の総合的推進及び水資源保全の推進 総合政策部

0701 豊かな森づくりの推進※ 水産林務部

0803 大規模自然災害対策の推進（治水対策） 建設部

0302 野生動物等の適正な管理 環境生活部

0601 鳥獣による農業被害防止対策の推進 農政部

0701 豊かな森づくりの推進※ 水産林務部

0702 海獣類の個体数に配慮した漁業被害対策の推進 水産林務部

0303 ゼロカーボン北海道の推進と環境に配慮する人づくり※ 環境生活部

0502 省エネルギーの促進と新エネルギーの最大限の活用 経済部

0804 住宅の脱炭素化の促進 建設部

0602 農業における脱炭素化の推進※ 農政部

0703 森林吸収源対策の推進 水産林務部

0805 都市緑化の推進 建設部

0602 農業における脱炭素化の推進※ 農政部

C 気候変動の影響への適応策の推進 0303 ゼロカーボン北海道の推進と環境に配慮する人づくり※ 環境生活部

Ｄ 北海道らしい循環型社会の形成 0304 循環型社会の形成 環境生活部

2101 治安対策・交通安全対策の推進 警察本部

0305 交通事故のないまちづくり 環境生活部

0306 安全で安心な地域づくり 環境生活部

0409 薬物乱用防止対策の推進 保健福祉部

1101 防犯教育・交通安全教育の充実 教育委員会

0307 消費生活の安定と向上の推進 環境生活部

0410 食品の安全確保対策の推進 保健福祉部

0603 安全・安心な食品づくりと愛食運動の推進 農政部

0704 安全・安心な水産物の供給 水産林務部

0308 人権が尊重される社会の実現 環境生活部

0309 アイヌの人たちの社会的・経済的地位の向上 環境生活部

0101 総合的な危機対策の推進※ 総務部

1102 防災教育の充実 教育委員会

2102 防災危機管理対策の推進 警察本部

0411 高齢者や障がいのある人等に対する防災体制の整備 保健福祉部

0101 総合的な危機対策の推進※ 総務部

0102 原子力安全対策の推進 総務部

0103 防災訓練や資機材整備の推進 総務部

0202 自然災害に対する北海道自らの脆弱性の克服 総合政策部

0806 大規模自然災害対策の推進 建設部

0807 住宅・建築物の耐震化の促進 建設部

1103 安全・安心な学校施設づくり 教育委員会

0412 災害時における医療体制の強化 保健福祉部

0503 災害にも活用できるエネルギー事業環境整備※ 経済部

0203 国全体の強靱化に貢献するバックアップ機能の発揮 総合政策部

0504 リスク最小化に向けた企業の誘致推進 経済部

0503 災害にも活用できるエネルギー事業環境整備※ 経済部

0604 農業農村基盤整備における防災・減災対策の推進 農政部

C 感染症に強い強靱な社会の構築 0413 感染症対策の推進 保健福祉部

「※」は複数の政策の方向性に位置づけられる施策（重複施策）

北海道総合計画
大項目
（分野）

中項目
（政策の柱）

小項目
（政策の方向性）

施策（基本評価の対象施策）

(4)
環境負荷を最小限
に抑えた持続可能
な社会の構築

A
多様な主体の協働による社会システムの脱炭
素化

B 森林等の二酸化炭素吸収源の確保

B
高齢者や障がいのある方々などが住み慣れ
た地域で安心して暮らせる社会の形成

(3)
豊かで優れた自
然・生物多様性の
保全とその継承

A
豊かな自然の価値・恵みの保全と次代への継
承

B 人と自然・生き物が共生する社会づくり

(2)
安心で質の高い医
療・福祉サービスの
強化

B 災害に強い地域づくりの推進

(5)
道民生活の安全の
確保と安心の向上

A
道民の命と暮らしを守る安全・安心な社会づく
り

B
豊かな食生活を実現する食の安全・安心の確
保

C 人々が互いに尊重しあう社会づくり

(7)
強靱な北海道づくり
とバックアップ機能
の発揮

A
大規模自然災害に対する北海道自らの脆弱
性の克服

B
被災リスクの最小化に向けたバックアップ機能
の発揮

1 生活・安心

(1)
安心して子どもを生
み育てることができ
る環境づくりの推進

A 結婚や出産の希望をかなえる環境づくり

B 安心して子育てできる社会の形成

(6)
安全・安心な生活
の基礎となる防災
体制の確立

A
防災体制の整備や防災教育による地域防災
力の向上

参考資料４
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施策
番号

施策名 担当部局

0605 高付加価値農業の推進 農政部

0606 農業生産の振興 農政部

0607 農業農村整備の推進 農政部

0608 農業の担い手の育成・確保と農業経営の総合的な体質強化 農政部

0609 農村活性化対策の推進 農政部

0705 道産水産物の安全な流通体制の確保 水産林務部

0706 栽培漁業の推進や経営の安定化等による水産業の振興 水産林務部

0707 海獣等による漁業被害対策の推進 水産林務部

0708 水産業の担い手対策の推進 水産林務部

0709 森林資源の循環利用の推進による林業及び木材産業等の振興 水産林務部

0710 林業の担い手対策の推進 水産林務部

0505 高い付加価値を生み出すものづくり産業の振興 経済部

0506 食関連産業の振興 経済部

0414 HACCPによる衛生管理の推進 保健福祉部

0711 道産水産物の国内競争力の強化 水産林務部

0507 道産食品の高付加価値化と販路拡大 経済部

0508 企業誘致の推進・集積の促進 経済部

1001 工業用水の安定供給による企業立地環境の整備 企業局

A
地域の経済・雇用を支える中小・小規模企業
の振興

0509 中小・小規模企業の振興 経済部

B 住民の暮らしを支える地域商業の活性化 0510 地域商業の活性化 経済部

C
地域の安全・安心に欠かせない建設産業の振
興

0808 建設産業支援の取組促進 建設部

0511 健康長寿・医療関連産業の振興 経済部

0204 本道活性化のための科学技術の振興※ 総合政策部

0310 地域資源を活用したエネルギーの導入促進 環境生活部

0512 環境・エネルギー産業の振興 経済部

1002 水力発電によるエネルギーの安定供給への寄与 企業局

C 本道の活性化に役立つ科学技術の振興 0204 本道活性化のための科学技術の振興※ 総合政策部

0205 物流機能の強化※ 総合政策部

0513 道産食品の輸出拡大 経済部

0610 海外への道産農産物の販路拡大 農政部

0712 道産水産物の国際競争力の強化 水産林務部

0205 物流機能の強化※ 総合政策部

0514
世界の中の北海道を意識した海外市場の開拓（ASEAN、東アジ
アほか）

経済部

0206 世界の中の北海道を意識した海外市場の開拓（ロシアほか） 総合政策部

0515 滞在交流型観光地づくりの推進 経済部

0207 交通ネットワークの充実 総合政策部

0208 国際会議等の誘致推進 総合政策部

0516 誘客活動の推進 経済部

0517 雇用の受け皿づくり 経済部

0518 産業人材の育成 経済部

0519 多様な人材の就業促進 経済部

0520 就業環境の整備 経済部

「※」は複数の政策の方向性に位置づけられる施策（重複施策）

北海道総合計画
大項目
（分野）

中項目
（政策の柱）

小項目
（政策の方向性）

施策（基本評価の対象施策）

(2)
本道の優位性を活
かした力強い地域
産業の創造

A
高い付加価値を生み出すものづくり産業の振
興

B 地域資源を活かした食関連産業の振興

C
本道の立地優位性を活かした企業誘致の推
進

2 経済・産業

(1)
農林水産業の持続
的な成長

A
潜在力のフル発揮で地域の経済・社会を支え
る農業・農村づくり

B
水産物の安定供給を担い地域を支える活力
ある水産業・豊かな漁村づくり

C
林業・木材産業の振興を図り、資源の循環利
用を進める森林づくり

(5)
海外の成長力を取
り込んだ経済の持
続的発展

A
アジアなど海外への北海道産食品の輸出拡
大

B
海外展開によるビジネス創出と海外からの投
資の促進

(3)
中小・小規模企業
の振興や地域商業
の活力再生

(4)
新たな成長産業へ
の挑戦や研究開発
の推進

A 健康長寿・医療関連産業の創造

B
新エネルギーの開発・活用促進や環境・エネ
ルギー産業の創造

(6)

道民をはじめ国内、
そして世界中から
愛される「観光立国
北海道」の実現

A 「観光立国北海道」の再構築

(7)
良質で安定的な雇
用の場づくりと産業
人材の育成・確保

A 雇用の受け皿づくりと産業人材の育成・確保

B 多様な働き手の就業支援と就業環境の整備
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施策
番号

施策名 担当部局

0209 まちづくりの推進 総合政策部

0210 持続可能な公共交通ネットワークの構築 総合政策部

0311 市民活動の促進 環境生活部

0809 北国らしい個性豊かで活力のある住まい・まちづくりの推進 建設部

0211 移住・定住の推進 総合政策部

0521 産業人材の確保 経済部

1104 新しい時代に必要となる資質・能力の育成 教育委員会

1105 ICTの活用推進 教育委員会

1106 体力・運動能力の向上や健康教育の充実 教育委員会

1107 幼児教育の充実 教育委員会

1108 特別支援教育の推進 教育委員会

1109 キャリア教育の充実 教育委員会

1110 生涯学習・社会教育の振興 教育委員会

0104 私立学校等への支援※ 総務部

0212 グローバル人財等の育成 総合政策部

1111 国際理解教育の充実 教育委員会

0213 外国人の受入拡大 総合政策部

0104 私立学校等への支援※ 総務部

0105 いじめ防止対策の推進 総務部

1112 豊かな人間性と社会性を育む教育の推進 教育委員会

0312 青少年の健全な育成 環境生活部

0415 高齢者や障がいのある人等の社会参加の促進 保健福祉部

0522 女性、高齢者、障がい者の就業促進※ 経済部

0313 男女平等参画社会の実現 環境生活部

0522 女性、高齢者、障がい者の就業促進※ 経済部

0314 アイヌ文化の振興 環境生活部

1113 芸術文化活動の推進※ 教育委員会

0315 北海道独自の歴史・文化の発信と継承 環境生活部

0106 赤れんが庁舎の利用促進 総務部

0316 地域における文化・芸術活動の振興※ 環境生活部

1113 芸術文化活動の推進※ 教育委員会

0316 地域における文化・芸術活動の振興※ 環境生活部

A 地域スポーツ活動の推進と環境の充実 0317 地域スポーツ活動の推進と環境の充実 環境生活部

B 世界の舞台で活躍するトップアスリートの育成 0318 世界で活躍するトップアスリートの育成 環境生活部

0214 市町村自治の振興 総合政策部

0215 地域政策の推進 総合政策部

B 国際交流と多文化共生の推進 0216 海外との交流拡大と多文化共生の推進 総合政策部

C 北方領土の早期返還と隣接地域の振興 0107 北方領土復帰対策等の推進 総務部

0217 安全・安心な暮らしを支える社会資本整備の推進 総合政策部

0810 公共土木施設の整備・維持管理・更新の推進 建設部

0811 都市施設の整備・維持管理・更新の推進 建設部

0218 総合交通ネットワークの形成 総合政策部

0812 安全・安心な道路網の充実 建設部

C
地域の可能性を広げるデジタル・トランス
フォーメーションの推進

0219 デジタル化の推進 総合政策部

「※」は複数の政策の方向性に位置づけられる施策（重複施策）

北海道総合計画
大項目
（分野）

中項目
（政策の柱）

小項目
（政策の方向性）

施策（基本評価の対象施策）

A
ふるさとへの誇りと愛着を育み、これからの北
海道を担う人づくり

B
グローバル化に対応した世界で活躍できる多
様な人材の育成

C
次代の社会を担う子ども・青少年が健全に育
成される環境づくり

3 人・地域

(1)
協働によるまちづく
りの推進や地域コ
ミュニティの再構築

A 地域で互いに支え合うまちづくりの推進

B
北海道のポテンシャルを活かした移住・交流
の促進

(2)
北海道の未来を拓
く人材の育成

(4)
ふるさとの歴史・文
化の発信と継承

A
北海道独自の歴史・文化の発信と次代への継
承

B
先人から受け継いだ財産を活かした新たな展
開

C
生活に潤いと豊かさをもたらす芸術文化の振
興

(3)
だれ一人取り残さ
ない、だれもが活躍
できる社会づくり

A
意欲と希望のある高齢者や障がいのある方々
の活躍促進

B
社会のあらゆる分野で女性の力が発揮できる
環境づくり

(7)
持続可能な社会・
経済を支える社会
資本の整備

A
産業活動や暮らしを支える社会資本の戦略
的・効率的な整備

B
連携と交流を支える総合的な交通ネットワーク
の形成

(5)
世界に飛躍するス
ポーツ王国北海道
の実現

(6)
連携・協働・交流に
よる未来に向けた
地域づくり

A
個性と魅力を活かし様々な連携で支え合う地
域づくり
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